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校長通信

学習評価を学習改善に生かす
本校では今年度から，各教科が単元毎に学習評

価を行っています。

１学期の通知表の各教科の欄には，学期内に生徒

が学んだ単元毎の学習評価を総括した評点に加え，

観点別学習状況の評価を記載しています。これは，

「知識・技能」，「思考・判断・表現」，「主体的に学習

に取り組む態度」の三つの観点について，各教科が

それぞれA（十分満足できる），B（概ね満足できる），C（努力を要する）

のいずれかを評価として記載したものです。

各教科が作成し生徒に配布する単元シラバスに

は，その単元で育成する資質・能力（評価規準）を観点毎

に示しています。したがって，生徒のみなさんは，１学

期に学んだ各教科の単元シラバスを再度確認するこ

とで，自分の学習のどの部分を改善すればよいのか

を把握することができます。不明な点は，教科の先生

へ質問してください。

ところで，今年度から通知表

の「順位」欄を削除しました。

学習評価とは本来，「学習過

程の中で学び手がどのように

向上したかを見取り，支援する

評価」であり，序列を付けるこ

とが目的ではありません。

これからの学校教育に求められるのは，生徒一人

一人のよさを引き出し，生徒自身が気付いていないよ

さに気付かせるとともに，それまでもっていなかった資

質・能力を獲得できるよう，指導者が寄り添い，支援し

ていくための評価です。

本校は今後も，新学習指導要領の理念に基づき，

学習指導と学習評価の工夫改善に努めていきます。

第１回学校関係者評価委員会
７月14日に学校関係者評価委員会を行いました。

この委員会は，学校が保護者や地域住民等の意向を

把握し，学校自己評価の充実を図るとともに，これを

学校運営に反映させ，開かれた学校づくりや特色あ

る教育活動の推進に資することを目的として設置する

ものです。

第１回の今回は，委員による授業参観の後，校長

が学校経営方針等の説明を，四部（教務・生徒指導・

進路指導・保健）主任と各学年主任が今年度の目標

及び具体的取組等の説明を行いました。

委員からは，授

業におけるグルー

プ学習の在り方

や朝課外廃止後

の進学指導の考

え方，ICT機器の

活用や導入状況

等について，質問や意見を頂きました（裏面に「第１回学校関

係者評価委員会（報告）」）。

第２回の開催は，来年２月後半の予定です。

授業拝見③（外国語） 本校は今年度から定期考査を廃

止し，単元毎に評価を行っています。「授業拝見」では，各

教科の授業や評価の工夫を紹介します。第３回は外国語です。

２年生の英語表現Ⅱの授業。この日の内容は，「情報を精

選して分かりやすく発信しよう」。ALTのダニエル・ホワイ

トさん（配置校：甲南高校）の訪問期間ということもあり，「ダ

ン先生に与論島の“おすすめ”を紹介する」という設定でパ

フォーマンステストを行いました。

生徒たちは，各自が調べ

てきた与論島のフルーツや

料理，海岸やウミガメの話

題など，写真や動画を交え

てスピーチしました。発表

を終えた生徒の一人は，「と

っても緊張した」と語って

くれました。

生徒たちのパフォーマン

スに対して，授業の最後に

ALTと授業者がポイントを

絞って分かりやすくフィー

ドバックすることで，生徒

各自が今後の改善点を具体的に意識することができました。

授業者は，この授業を含む単元の３観点のうち，「主体的

に学習に取り組む態度」については，今回のパフォーマンス

テストの取組及びフィードバックを踏まえた振り返りを記述

させたもので評価。「知識・技能」と「思考・判断・表現」

については，後日実施したペーパーテストで評価しました。
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令和３年度 第１回学校関係者評価委員会（報告）

鹿児島県立与論高等学校

１ 日 時 令和３年７月14日(水) 午後２時30分～４時30分

２ 場 所 本校図書室

３ 出 席 者 (1) 学校関係者評価委員(５人)

与論中学校，与論町教育委員会事務局，与論町商工会，

与論町保健センター，ＰＴＡ会長

(2) 本校職員(10人)

校長，教頭，事務長，

４部主任(教務，進路指導，生徒指導，保健)，１～３学年主任

４ 日 程 等 (1) 委嘱状交付

(2) 授業参観

(3) 評価委員会(校長挨拶，学校説明，協議(意見交換，要望等))

５ 意見交換

○ 授業でグループ学習の教室とそうでない教室があったが，何か違いがあるのか。また，対面のグ

ループ学習については，生徒同士の距離が近くなるので心配だ。

→ 学習内容等により，グループ学習を取り入れたり個人の座席で学習したりしている。また，複

数の教員で行われる授業もある。授業中の生徒間の距離については，配慮して授業を行いたい。

○ 生徒が自らの成績の状況を把握する上で，何を参考にすればよいか。

→ 定期考査を廃止したが，通知表では単元テストを基に各教科の目標に対する生徒の到達度を評

点と観点別評価で示している。大学等の受験に対する生徒の状況を確認するためには，校内実力

考査や対外模試を大きな物差しとして判断材料にして，進路希望の実現に向けて頑張ってほしい。

○ 朝課外を廃止したことに対して，生徒の進学に向けた学力保障の観点をどのように考えるか。

→ 近年，知識の蓄積だけでは対応できない入試形態が多くなっている。本校では問題演習の量で

はなく，精選した内容を各教科で取り組む観点から授業を行うとともに，これまで朝課外に費や

してきた時間を生徒が自らの成長のために主体的に活用できるようにさせたいと考えている。

○ ＩＣＴ機器の活用や導入の状況はどうなっているか。

→ タブレットについては，現在，１学級分程度の機器があるが，まだ充電用の保管庫がないため，

それほど活用できていない状況である。タブレットの台数については，今後さらに整備が進むこ

とを期待したい。活用方法については，重要性は更に増していくと思われるので，活用に適した

内容や場面において積極的に活用していきたい。

○ 先日行われた体育祭で熱中症症状の生徒が出たことについて，今後，体育祭の開催時期の見直し

等を検討するのか。

→ 新型コロナウイルス感染症拡大防止のため，体育祭の開催日を２週間延期したことにより，応

援団練習等が長期化し，生徒の疲労の蓄積が大きくなっていたことも誘因となったと考えている。

来年度以降は，各競技への参加人数の調整や休憩時間の複数回設定，ミストシャワーの設置等の

対策を講じて実施したい。

○ 単車通学生の荷物の積み方が不安定なので見ていて心配。

→ 生徒へ継続して指導していきたい。

○ 高校は令和４年度から新教育課程の実施になっているが，与論高校ではそれを先取りして様々な

取組をしている。地元の小学校，中学校，高校が３本の矢として教育を担い，社会に出て活躍した

り，将来与論島に帰ってきて頑張ってくれるような子供たちを共に育てていきたい。

○ 校長通信を毎号読んでいる。しっかりとしたグランドデザインを基にした校長の思いが伝わる。

講話の内容も生徒に伝わり，それが進路実現に繋がると期待している。これからも子供たちをよろ

しくお願いしたい。


